
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岐阜大学職員組合第 33期中央役員選挙の信任投票は 7月 22日に終了し、同日開票を行

いました。 

 

その結果、下記のような信任率となり、選挙規定 12条及び 14条により候補者全員が信

任されましたことを報告いたします。 

投票率 65％（教育：68％、地留教：50％、応生：67％、工：90％、病・直：36％） 

                                      

役    職 候 補 者 信任 不信任・白票 無効 

中央執行委員長 近藤 眞庸 97.1% 2.9% 0.0% 

中央執行副委員長 細江 重男 99.0% 1.0% 0.0% 

中央書記長 亀山 啓一 96.2% 3.8% 0.0% 

中央書記次長 河西 栄二 96.2% 3.8% 0.0% 

中央執行委員 住浜 水季 96.2% 3.8% 0.0% 

同 人見 佐知子 97.1% 2.9% 0.0% 

同 村瀬 哲磨 98.1% 1.9% 0.0% 

同 山口 利哉 95.2% 4.8% 0.0% 

中央会計監査委員 新村 昌治 97.1% 2.9% 0.0% 

同 坂本 一也 97.1% 2.9% 0.0% 
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7月9,10日の2日間の日程で第49回定期大会が、東京都大崎の南部労政会館で開催され、

岐阜大学から中央執行委員長新村が代議員として出席しました。以下に簡単に報告しま

す。 

大会では、大学をめぐる情勢が報告され、全大教としての取り組み、今後の方針が議論

され、一部修正したうえで、すべての議案がほぼ原案通り承認されました。 

情勢をめぐっては、政府・文科省からの大学改革への圧力（SGU37大学, 3類型化 運営費

交付金の配分方法）や指定国立大学（5月法改正）、卓越大学院制度、「専門職業大学」創

設への動きが強調され、各大学の対応、組合の役割が討議されました。岐阜大学の学長発

言に対する馳文科大臣発言なども取り上げられ、国旗・国歌の扱い、軍事研究の推進への

働きかけが近年強まっていることなども指摘されました。非正規・有期雇用の拡大するな

か、労働契約法の改正（上限5年）に伴う雇止めがH30年4月から実施される可能性について

各大学での動きが紹介され、その他、任期制教員、特任教員の導入、年俸制導入のノルマ

化など、教員をめぐる雇用、労働条件の不安定化が議論されました。 

岐阜大学からは、テニュアトラック助教の全学的な導入、特任教員の労働条件などにつ

いて発言しました。 

全大教の組織面では、組合員を増やす各単組での取り組みが紹介（富山大学など）さ

れ、加盟単組を増やすこと、公的研究所の組合などを新たに加盟対象にできないかなどの

意見も出されました。 

 

（中央執行委員長 新村） 

  

 

 

 

第３３回定期大会のお知らせ 
 

 

  岐阜大学職員組合第 33回定期大会を下記の日程で開催します。ご参集ください。 
  

日 時： 2016年 9月 28日（水）18時～（予定） 

会 場： 未定 
 

  詳細が決まりましたら、別途ご案内します。 

全大教第４９回定期大会の報告 


